
１０．調査のまとめ：廃棄物最終処分場計画地の問題 

廃棄物最終処分場の計画においては、質と量の両面から廃棄物の適正な処理を実施する為の処分

場の確保、取り分け立地計画が図 10.1 産業廃棄物最終処分場建設フローシートに示すように、重

要な課題であり、その後のリスク管理にも影響する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10.1 産業廃棄物最終処分場建設フローシート 

（廃棄物と建設発生土の地盤工学的有効利用、P142、；平成 10年、地盤工学会） 

処分場の立地選定については、指針と位置づけられるものとして「公益社団法人全国都市清掃会

議」発行の「廃棄物最終処分場整備の計画・設計・管理要領」が挙げられる。 

その中で特に処分場の地盤条件と周辺環境影響の条件が示され、各種分野の項目について精査・検

討し、問題の無い場所に設置される事を推奨している。 

「公益社団法人全国都市清掃会議、略称：全都清」は、その目的を次のように謳っている。 

「廃棄物処理事業を実施している市区町村等が共同して、その事業の効率的な運営及びその技

術の改善のために必要な調査、研究等を行うことにより、清掃事業の円滑な推進を図り、も

って住民の生活環境の保全及び公衆衛生の向上に役立てる。」 

当法人は、1947年 7月に設立され、会員は市区町村・組合・連合など現在以下の構成になって

おり、赤穂市も姫路市と同様に現在会員になっている。 



表 10.1 公益社団法人全国都市清掃会議の会員構成 

正 会 員 586  （市区町村 439、組合・連合 147） 

特別会員 72  （団体 5、法人 10、個人 57） 

賛助会員 60   

 

全都清の指針によって、安全で地域の住民が安心できる処分場施設を建設するために、各作業段階

において留意すべき要領が示されている。特に立地選定に当たっては、考慮すべき基本的な地質な

どの条件として、以下の５点の項目を挙げている。 

①活断層 

②地質断層 

③地下水の賦存状況 

④地質的な弱線－特に「水みち」となる弱線 

⑤地すべり、崩壊地、軟弱地盤 

 事業者側から詳細な調査報告書が出て無いために、全項目についての評価が明らかになっていな

いが、学術資料や地元の地下水利用状況から、概査の段階においても⑤以外の②～④の条件との対

比から問題が多いことが分かる。周辺においては採石場と同類の地質で崩落対策地も存在する事か

ら、⑤のような事象の危険性も内在している。 

 赤穂市は全都清の会員でもあり、リスクマネジメントを積極的に推進する立場にもあるが、計

画の段階で回避させる指導が出来なかった点は、猛省に値する。 

 処分場計画地内では、以下の事象が確認されている。 

イ 計画地内を通る縦横に走行する地質断層が存在し、その広がりが北の新田地区～西側の集落

そして南側の海域に広がっている。 

  ・・・・・②の条件に合わない 

ロ 断層内外から湧水が常時見られ、水質の電気伝導率が周辺の河川水および井戸水よりも高い。 

  ・・・・・③と④の条件に合わない 

ハ 砕石場に近接する場外において岩盤の崩落地が存在し、場内岩盤の地質分離面が最も危険な

「ＩＩ型の流れ盤」が優勢である。 

  ・・・・・⑤の条件を内在している。 

二 場内の確認されている断層周辺で、熱水変質が認められる。 

  ・・・・・⑤の条件の素因が存在し、地下深部とつながる特異な断層である。 

ホ 場内の確認されている断層周辺で、バイオマットが存在する。 

  ・・・・・②の地質断層であって、地下深部に広域に広がっている。 

 

以上の地質事象からも②、③、④、⑤の条件に適していない事は明確である。 

 計画地周辺の近接した新田地区では田畑に河川水として利用しており、場内で湧出している地下

水も電気伝導度が高く農業用水には問題があり、種々の物質を含む汚染水とともに河川に漏出した場

合、河川水・地下水が汚染される事は明白であり、④の条件に対しても基本的にそぐわない計画地

である事は常識的に考えても判断出来る。 

なお，管理型処分場に敷設される遮水シートに関して言及する。電気伝導度の高い湧水が存在し，



それらが更に熱水変質部を通過する。そしてバイオマットが存在することも考慮すれば，遮水シート

は一部であったにしても，地下で化学的・生物学的作用に常時さらされることになる。その状態で遮

水シートがどこまで安定性を保つ事ができるか，疑わざるを得ない。 

事業者の地質調査報告書の中では、活断層、地質断層、地質の特徴について概述されているが、地

質断層の存在とその広がりについてはトレンチ掘削（報告書無し）されているが過小評価され、ルー

トマップで記載がある「熱水変質の存在」すなわち当該地が特異環境に在る点は、殆ど記載がない。 

又、地下水については「地下水の流れは北西から南東方向」と判断されているが、その水みちの存

在と周辺への影響についてのコメントが無いことは問題である。 

以上、種々の特異な条件を考えた場合、最終処分場の計画地として、「当該地は不適格」である事

は明白である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 参考までに「廃棄物最終処分場整備の計画・設計・管理要領」の中の立地調査の地質的な条件を

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 


